
麥田博稔議員

町
づ
く
り

町づくりの課題は

町長／共生・協働の視点

集落営農

集
落
営
農
の
状
況
は

町
長
／
啓
発
と
組
織
化
へ
支
援
中
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米
丸
　
集
落
営
農
の
取
り
組

み
状
況
、
進
捗
状
況
及
び
問

題
点
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
状
況
か
。

町
長
　
２
特
定
農
業
団
体
の

経
理
事
務
と
７
農
用
地
利
用

改
善
組
合
の
組
織
化
等
へ
の

支
援
と
、
他
地
区
へ
の
啓
発

と
組
織
化
へ
の
支
援
を
実
施
、

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
３７
集
落
、

推
進
体
制
が
で
き
た
集
落
は

１９
集
落
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問
題
点
は
、
県
内
に
例
が

少
な
い
こ
と
か
ら
、
直
ぐ
に

理
解
さ
れ
ず
に
話
し
が
進
ま

な
い
こ
と
で
す
。

米
丸
　
本
年
度
の
梅
の
生
産

と
販
売
は
ど
の
よ
う
な
状
況

か
。
ま
た
、
今
後
の
振
興
策

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長
　
平
成
１８
年
度
の
生
産

量
は
、
１
０
０
０
ト
ン
、
１

億
３
８
０
０
万
円
に
対
し
、

本
年
度
は
、
６１
％
の
６
０
２

ト
ン
、
生
産
額
で
約
１
億
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
最
近

の
情
勢
は
、
全
国
的
な
豊
作
、

消
費
低
迷
に
よ
る
価
格
安
、

他
産
地
と
の
競
合
な
ど
厳
し

い
で
す
が
、
青
梅
、
加
工
梅

と
も
価
格
交
渉
等
を
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
　
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

　
ム

麥
田
　
財
政
が
厳
し
い
か
ら

こ
そ
、
思
い
切
っ
た
政
策
の

見
直
し
や
転
換
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
今
後
の
町
づ
く
り
の
課
題

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

町
長
　
逼
迫
し
た
財
政
状
況

か
ら
の
脱
却
を
図
り
、
豪
雨

災
害
の
被
災
地
区
の
整
備
促

進
、
地
域
保
健
事
業
の
充
実

強
化
、
担
い
手
の
確
保
、
育

成
な
ど
、
町
民
の
御
理
解
や

御
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
町

民
と
の
共
生
・
協
働
の
視
点

に
立
っ
た
施
策
の
展
開
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　麥
田
　
県
の
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

　
課
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
そ

の
対
策
は
。

教
育
委
員
長
　
調
査
の
結
果

は
、
ほ
ぼ
県
平
均
と
同
水
準

で
あ
り
、
学
習
塾
等
の
少
な

い
地
方
都
市
と
し
て
は
よ
く

頑
張
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
学
力
の
基
礎
と

な
る
国
語
力
の
向
上
、
教
師

の
指
導
力
を
高
め
る
研
修
の

充
実
、
家
庭
学
習
の
充
実
を

図
る
た
め
の
指
導
に
努
め
、

確
か
な
学
力
の
育
成
に
努
め

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
　
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ

　
グ
ラ
ム

・
　
緊
急
地
震
速
報

・
　
虎
居
城
跡
保
存

さ
つ
ま
梅
の
状
況

は町
長
／
積
極
的
に
取

　
　
　
り
組
む

学
力
テ
ス
ト
の
結

果
と
対
策
は

教
育
委
員
長
／

　
　
３
つ
の
重
点
策

　
　
に
取
り
組
む
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